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平成３０年度 学力調査結果  
 

４月１６日・１７日に行われた学力調査では、学習の定着が試されました。 

３年生は、全国学力学習状況調査が国語（A・B）・数学（A・B）理科で、県基礎学力調査が社会・英語で

行われました。この調査は、小学校６年時にも行われており、小６時からの伸びや、国・県・能登町との平

均の比較ができます。 

8月１日の新聞報道でご覧になった保護者の方もおいでると思いますが、石川県は、全国において各教科

が 1位～２位という結果でした。本県においては高い教育水準が維持されており、他県からも注目されてい

ます。 

本校の３年生の学力は、県・国の結果を大きく上回る素晴らしいものでした。また、小学校時と比較して

も、中学校で伸ばすことができていることが明らかになりました。 

１・２年生は、能登町が毎年実施しているベネッセ学力調査を行いました。国や能登町学校の平均との比

較と経年比較（同一集団での変化比較）ができます。おおむね、よい結果となりました。 

子ども達が、家庭学習時間目標の設定と実行や日々の授業にしっかり取り組んできたこと、ノー画面ウイ

ークやネット時間のルール作り等のご家庭のご協力があったこと、授業中に自分の考えを書く時間の設定、

ペア活動やグループ活動での話し合い活動の充実、取り組んできたことの成果と考えます。 

4月のテスト終了時に自校採点を行い、分析結果をもとに対策に取り組んでいますが、今後も弱点の克服

と良い点をさらに伸ばせるように指導していきたいと思います。 

 保護者の皆様の学校の教育方針に対するご理解・ご協力が何よりも学力向上の後押しとなります。今後も

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 年生結果 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 社会 理科 英語 全体 

３年生  春 ８８．０ ７７．０ ７６．０ ６５．０ ６５．３ ７６．０ ５５．８ ７１．８ 

国平均 ７６．１ ６１．２ ６６．１ ４６．９ ／ ６６．１ ／ 63.3 

国平均との差 ＋11.9 ＋15.8 ＋9.9 ＋15.8 ／ ＋12.9 ／ 13.3 

県平均 ７９．０ ６５．０ ７１．０ ５２．０ ６２．７ ７１．０ ５３．９ ６５・０ 

県平均との差 ＋9.0 ＋12.0 ＋5.0 ＋12.0 ＋2.6 ＋5.0 ＋1.9 67.9 

小 6→中３伸び 

（県平均差で比較） 

      
／ 

 

 

2 年生結果 国語  数学  社会 理科 英語 全体 

２年生 春時 ７０．５ ／ ８５．８ ／ ６０．３ ５８．２ ６９．７ ６８．９ 

国平均との差 ＋11.5 ／ ＋11.9 ／ ＋14.1 ＋9.9 ＋4.5 10.4 

中１→中２伸び 

（町平均差で比較） 

 
／ 
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1 年生結果 国語  数学  社会 理科 英語 全体 

１年生 春時 ７６．０ ／ ８４．０ ／ ６８．２ ７５．７ ／ ７６．０ 

国平均との差 ＋6.4 ／ ＋9.7 ／ ＋12.7 ＋5.2 ／ 8.5 

   

                

        −５ポイント以上  −５ポイント～０  ０～＋５ポイント  ＋５ポイント～ 

 

英語検定は、町の補助により全員受験となっています。漢字検定は、希望者対象となっていますが、申

込用紙を全員に配布してほしいとのご意見がありましたので、配布いたします。今後の予定を参考にされ

て、申込を行ってください。なお、年間計画では、８月と１月の計画でしたが、１０月の実施を追加して

あります。ご検討ください。 

検定・コンテストのご案内 

１０月 英語検定①  

 

１０月 ５日（金）（能登町補助 ３年全員） 

１１月１１日（日）２次 

１０月 漢字検定② １０月１９日（金）（受付締切 9月１９日） 

１１月 漢字力コンテスト  １１月２２日（木） 

１２月 計算力コンテスト  １２月２１日（金） 

 １月 漢字検定③     1 月１２日（土）（受付締切１２月１２日） 

英語検定② 1 月２５日（金）（能登町補助 １・２年全員） 

２月２４日（日）２次 

 

これからは、グローバル化はもちろん、少子高齢社会、生産年齢人口の急減と、それに伴い、労

働の多くが人工知能やコンピュータに代替されている時代になっていくことが予想されるなど、社

会が大きく変わっていくと言われています。 

 情報化やグローバル化が人知を超えて加速度的に進展している現代では、子供たちが就く職業や

どういった人生を歩むのかが予測不能であることも問題視されています。 

そこで、予測できない変化に主体的に向き合って、自分の力で人生を切り拓いていくために、新

指導要領では、育成をめざす資質・能力として次のような項目が盛り込まれています。               

①生きて働く「知識・理解の習得」②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」の育

成③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性の涵養」 

具体的に言うと、知識から正解を素早く出すことよりも、解決すべき課題を発見する力や、学

び続ける強い意志、協働により課題解決の道すじを切り拓く力が重要となるということになりま

す。正しい解が出なくても、自分なりの意見を述べ、他者とともに考えることで、コミュニケーシ

ョン能力や思考力といった問題解決能力をはぐくむことが求められています。 

このことを受けて、学校の授業も変化を求められています。何を知っているかより、知っている

ことを活用して何ができるか、何を学ぶか、どのように学ぶか、何が身についているかなどを明ら

かにする授業をめざすことになります。 

 

 

求められている学力 



 

 

 

 

 

 

 

 


